
演
者
ら
は
、
先
に
古
医
書
に
み
ら
れ
る
救
急
方
書
か
ら
特
に
呼
気

吹
き
込
み
法
か
ら
用
手
的
人
工
呼
吸
法
に
至
る
推
移
に
つ
い
て
本
学

会
に
お
い
て
発
表
し
た
。

今
回
は
特
に
明
治
年
代
に
お
い
て
近
代
的
医
療
の
な
か
に
人
工
呼

吸
法
、
救
急
法
、
蘇
生
法
な
ど
の
用
語
が
誰
に
よ
り
、
と
り
あ
げ
ら

れ
た
か
に
つ
い
て
調
べ
二
、
三
の
知
見
を
え
た
の
で
報
告
す
る
。

一
、
『
民
間
急
救
療
法
』
は
広
瀬
元
周
訳
述
上
・
下
和
綴
明
治
二

年
刊
で
本
書
は
「
救
急
」
で
は
な
く
「
急
救
」
で
「
危
急
一
一
臨
デ
患

者
ヲ
救
助
ス
ノ
意
ナ
リ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

二
、
『
医
師
の
来
る
迄
、
一
名
救
急
方
』
は
楢
林
健
三
郎
訳
上
・
中
．

下
和
綴
、
明
治
七
年
刊
で
上
巻
の
「
薬
箱
」
の
項
に
「
臨
時
ノ
急
症

〈
甚
ダ
混
雑
憧
横
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
早
速
ノ
間
二
合
う
コ
ト
尤
モ
緊

要
ナ
リ
」
、
中
巻
「
溺
死
ヲ
救
う
コ
ト
」
の
項
に
「
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
及

ビ
マ
ー
シ
ャ
ル
ホ
ー
ル
ノ
法
」
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
「
救

救
急
法
に
関
す
る
二
、
三
の
成
書

○
谷
津
三
雄
鈴
木
勝

急
箱
」
と
「
用
手
的
人
工
呼
吸
法
」
の
最
初
の
記
載
と
思
わ
れ
る
。

三
、
『
医
科
叢
書
、
人
工
呼
吸
法
全
』
は
片
山
国
嘉
編
、
洋
本
、
明

治
十
五
年
刊
で
自
序
に
「
轆
近
新
刊
、
医
方
書
及
上
雑
誌
ノ
類
多
ク

而
シ
テ
間
を
人
工
呼
吸
法
ノ
卓
験
絶
効
ヲ
載
ス
ル
ズ
リ
、
然
シ
モ
未

タ
其
法
方
ヲ
詳
論
セ
ル
モ
ノ
ァ
ラ
ズ
：
…
・
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
氏
所
編

レ
ア
ル
エ
ソ
チ
ク
ロ
・
ヘ
ヂ
ー
、
デ
ル
、
ゲ
ザ
ム
ン
テ
・
ハ
イ
ル
ク
ン

デ
医
科
叢
書
ノ
義
ヲ
旙
キ
、
キ
ュ
ン
ス
ト
リ
ッ
ヒ
ュ
、
レ
ス
ピ
ラ
チ

オ
ン
、
人
工
呼
吸
ノ
義
ト
題
セ
ル
一
章
ヲ
認
ム
：
…
・
人
工
呼
吸
ハ
甚

タ
簡
易
ノ
法
一
一
シ
テ
器
具
或
〈
薬
品
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ニ
シ
モ
非

ス
ト
雌
モ
率
ネ
徒
手
ヲ
以
テ
足
し
り
」
と
あ
り
、
マ
ル
シ
ャ
ル
・
ハ

ル
氏
な
ど
六
種
の
人
工
呼
吸
法
の
他
、
気
管
切
開
、
輸
血
、
食
塩
注

射
な
ど
が
記
載
さ
れ
、
本
書
に
よ
り
は
じ
め
て
「
人
工
呼
吸
法
」
と

い
う
医
学
用
語
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
み
で
な
く
、
内
容
か

ら
む
し
ろ
近
代
医
学
的
救
急
法
書
に
近
い
最
初
の
単
行
本
と
も
考
え

ら
れ
る
。

四
、
『
通
俗
急
病
救
助
法
』
、
飯
高
芳
康
纂
訳
、
明
治
二
十
年
六
月
出

版
と
芳
賀
栄
次
郎
訳
述
『
普
通
救
急
新
法
一
名
医
者
の
来
る
ま
で
』
、

明
治
二
十
年
八
月
出
版
の
両
書
は
ド
イ
ツ
の
ド
ク
ト
ル
・
エ
ス
マ
ル

ヒ
原
著
と
あ
り
、
前
者
は
目
①
⑦
目
①
国
匡
嚴
ず
凰
巨
貸
昌
８
２
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ご
畠
冨
。
所
塵
庁
昌
岳
誤
の
訳
本
、
ま
た
後
者
は
更
に
留
日
日
常
周
‐

耳
厨
庁
岳
認
の
二
書
の
訳
本
で
足
立
寛
校
定
、
ド
ク
ト
ル
・
ス
ク

リ
バ
補
助
と
表
題
に
あ
る
。
な
お
、
こ
の
両
書
と
も
序
文
に
ス
ク
リ

バ
が
明
治
二
十
年
一
月
東
京
医
学
会
で
演
説
し
た
「
救
急
法
、
ザ
マ

リ
テ
ル
」
の
内
容
を
加
え
て
い
る
。
即
ち
今
日
の
「
救
急
法
」
の
用

語
の
最
初
は
ス
ク
リ
バ
に
よ
り
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
。
そ
し
て

こ
の
内
容
は
東
京
医
学
会
雑
誌
第
二
号
（
明
治
二
十
年
五
月
）
と
同
第

三
号
（
六
月
）
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ソ
ル
・
ス
ク
リ
尋
〈
君
、
大
沢
岳
太
郎

筆
記
と
し
て
そ
の
要
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
「
普
通
救

急
新
法
」
の
自
序
や
例
言
に
「
日
本
赤
十
字
社
及
支
部
二
於
テ
救
急

法
攻
究
ノ
際
軍
医
並
一
一
受
業
者
（
貴
婦
人
或
〈
看
病
婦
、
看
護
卒
等
）
ノ

参
考
二
供
シ
、
又
、
各
警
察
署
、
各
憲
兵
屯
所
一
一
於
テ
医
員
巡
査
消

防
夫
等
二
教
授
ス
．
．
…
．
又
日
本
赤
十
字
社
二
向
テ
切
望
ス
ル
ハ
陸
軍

軍
人
の
妻
女
ヲ
シ
テ
救
急
法
ヲ
攻
究
セ
シ
ム
：
…
・
我
ガ
赤
十
字
社
ノ

博
愛
主
義
ヲ
拡
張
シ
之
ヲ
全
国
二
普
及
ス
ル
ノ
一
助
卜
為
…
…
」
と

あ
り
、
こ
れ
が
も
と
と
な
り
、
本
書
の
校
定
者
、
足
立
寛
が
日
本
赤

十
字
社
蔵
版
『
通
俗
救
急
処
置
』
を
明
治
二
十
六
年
十
二
月
に
初
版

を
発
行
し
た
の
が
日
本
赤
十
字
救
急
法
の
起
原
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
本
書
は
日
清
、
日
露
の
両
戦
争
の
影
響
を
う
け
明
治
三
十
七
年

三
月
ま
で
に
第
七
版
を
発
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
書
と
並
行
し
足
立
寛
講
述
『
日
本
赤
十
字
社
篤
志
者
護

婦
人
会
教
程
』
が
明
治
二
十
八
年
に
出
版
さ
れ
、
そ
の
中
に
救
急
法

が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
こ
れ
ら
両
書
に
「
三
角
巾
」
の
使
用
法
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
芳
賀
栄
次
郎
の
自
序
の
な
か
に
「
隅
田

川
上
流
二
於
テ
ー
学
生
溺
死
セ
シ
件
ナ
リ
…
・
・
・
余
一
一
蘇
生
法
ヲ
試
ム

ヘ
キ
ヲ
依
頼
ス
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
医
学
用
語
に
使
用
さ
れ
た
「
蘇

生
法
」
の
最
初
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
ス
ク
リ
バ
は
明
治
十
四
年
来
日

し
東
京
大
学
で
二
十
年
間
も
外
科
学
の
教
授
を
し
「
日
本
の
外
科
の

父
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
ま
た
「
日
本
の
救
急
法
の
父
」
と
呼
ん

で
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
日
本
大
学
）
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